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企業の元気は“天草”の元気！
行政改革の取組状況
夏の思い出 in 天草 2008
宝島の話題
みんなの広場
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平成20年

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

No.58

　８月６日、阿蘇郡産山村の小学５・６年生28人が御所浦地区を

訪れ、同地区の小学５・６年生64人と交流を深めました。これは、

旧御所浦町と同村が昭和63年に友好宣言して以来、毎年交互に訪

問し、交流しているものです。当日は、対面式で児童自らが制作し

たプレゼントを交換した後、ゲームやバーベキューなどを行い、楽

しい思い出をつくりました。

「御所浦と産山の児童交流“楽しい思い出づくり”」



　

天
草
地
域（
天
草
市
・
苓
北
町
）で
は
、

厳
し
い
雇
用
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

天
草
地
域
の
有
効
求
人
倍
率
（
グ
ラ

フ
１
）
を
見
て
み
る
と
、
平
成
15
年
は

０
・
35
倍
で
、そ
の
後
、同
19
年
に
は
０
・

41
倍
と
わ
ず
か
に
上
昇
し
て
い
る
も
の

の
、
低
い
数
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
熊
本
県
平
均
は
０
・
49
倍
か
ら

０
・
82
倍
に
、
全
国
平
均
は
０
・
64
倍

か
ら
１
・
04
倍
に
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
上

昇
し
て
お
り
、
天
草
地
域
と
の
雇
用
状

況
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
高
校
生
の
進
路
状
況

（
グ
ラ
フ
２
）
を
見
る
と
、
平
成
19
年

３
月
に
卒
業
し
た
９
３
７
人
の
う
ち
、

天
草
島
内
に
就
職
し
た
人
は
わ
ず
か
に

63
人
（
６
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
か
ら
は「
地
元
で
就
職
し
た
い
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
天
草
に
は

雇
用
の
場
が
少
な
い
た
め
、
島
外
に
就

職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

市
や
苓
北
町
、
地
元
の
経
済
団
体
な

ど
が
７
月
28
日
、
天
草
地
域
の
雇
用
状

況
を
改
善
す
る
た
め
、「
天
草
地
域
産

業
・
雇
用
創
出
協
議
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。

　

同
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た

第
１
回
の
会
議
で
は
、「
天
草
地
域
産

業
・
雇
用
創
出
事
業
構
想
（
案
）」
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
同
事
業
構
想
は
、
熊

本
県
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
今
後
、
天
草
の
地
理
的
条
件
を

踏
ま
え
て
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た

企
業
誘
致
」
と
「
新
規
事
業
の
展
開
や

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど
に

取
り
組
む
地
元
企
業
の
支
援
」
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
同
協
議
会
の
会
長
に
は
安
田

公
寛
・
天
草
市
長
が
、
副
会
長
に
は
田

嶋
章
二
・
苓
北
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

さ
れ
ま
し
た
（
各
委
員
は
左
表
参
照
）。

　

天
草
地
域
は
県
内
で
唯
一
、
熊
本
市

内
か
ら
車
で
２
時
間
以
上
か
か
る
地
域

で
す
。こ
の
た
め
、輸
送
コ
ス
ト（
費
用
・

時
間
）
が
か
か
る
製
造
業
な
ど
の
誘
致

は
不
利
で
あ
る
た
め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
企
業
誘
致
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
天
草
の
恵
ま
れ
た
自
然
の

中
で
生
産
し
た
農
林
水
産
物
（
１
次
産

品
）
な
ど
を
加
工
し
、
付
加
価
値
を
付

け
て
販
売
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
１
・
５

次
産
業
」
の
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

市
と
苓
北
町
で
は
、
天
草
地
域
の

各
産
業
の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、

地
場
産
業
の
振
興
な
ど
を
図
る
た

め
、「
事
業
所
・
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

•
実
施
時
期
＝
今
年
５
月
〜
６
月
。

•
調
査
対
象
＝
２
１
２
社
（
従
業
員

数
が
５
人
以
上
50
人
以
内
な
ど
、

一
定
の
基
準
に
よ
り
抽
出
）。

•
回
答
数
＝
１
８
６
社
（
回
収
率

87
・
７
％
）。

【
雇
用
に
つ
い
て
】

○
採
用
す
る
人
材
に
求
め
る
能
力

（
３
つ
ま
で
回
答
可
）

事
業
所
・
企
業

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

厳
し
い
雇
用
状
況
が
続
く
天
草
。

　

平
成
19
年
の
有
効
求
人
倍
率
を
見
る

と
、本
市
と
苓
北
町
は
０
・
41
倍
で
、熊

本
県
平
均
の
０
・
82
倍
、
全
国
平
均
の

１
・
04
倍
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
雇
用
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
市
や
苓
北
町
、
地
元
の
経
済
団

体
な
ど
が
７
月
28
日
、「
天
草
地
域
産

業
・
雇
用
創
出
協
議
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
天
草
地
域
の

雇
用
創
出
を
図
る
た
め
、〝
企
業
誘
致
〞

と〝
地
場
産
業
の
振
興
〞に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
天
草
地
域
の
雇
用
状
況

や
同
協
議
会
の
事
業
内
容
、
事
業
所
・

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
本
業
の
ほ

か
に
新
た
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
企
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
注
・
有
効
求
人
倍
率
…
公
共
職
業
安
定

所
に
申
し
込
ま
れ
て
い
る
求
職
者
数
に

対
す
る
求
人
数
の
割
合
。
求
職
者
１
人

に
対
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
求
人
（
職
）

が
あ
る
か
を
示
し
た
も
の
。

　

厳
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い
雇
用
状
況
が
続
く
天
草
。
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の
有
効
求
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見
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市
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苓
北
町
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０
・
41
倍
で
、熊

本
県
平
均
の
０
・
82
倍
、
全
国
平
均
の

１
・
04
倍
を
大
幅
に
下
回
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て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
雇
用
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
市
や
苓
北
町
、
地
元
の
経
済
団

体
な
ど
が
７
月
28
日
、「
天
草
地
域
産

業
・
雇
用
創
出
協
議
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
天
草
地
域
の

雇
用
創
出
を
図
る
た
め
、〝
企
業
誘
致
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地
場
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業
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取
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組
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い
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す
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今
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で
は
、
天
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地
域
の
雇
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状
況

や
同
協
議
会
の
事
業
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容
、
事
業
所
・

企
業
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ケ
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結
果
、
本
業
の
ほ

か
に
新
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な
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組
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る
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１
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対
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、
ど
れ
だ
け
の
求
人
（
職
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か
を
示
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も
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。
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し
い
雇
用
状
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が
続
く
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。

　

平
成
19
年
の
有
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を
見
る

と
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市
と
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は
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41
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で
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本
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平
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の
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82
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、
全
国
平
均
の
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04
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幅
に
下
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す
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こ
の
よ
う
な
雇
用
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
市
や
苓
北
町
、
地
元
の
経
済
団

体
な
ど
が
７
月
28
日
、「
天
草
地
域
産

業
・
雇
用
創
出
協
議
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
天
草
地
域
の

雇
用
創
出
を
図
る
た
め
、〝
企
業
誘
致
〞

と〝
地
場
産
業
の
振
興
〞に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
天
草
地
域
の
雇
用
状
況

や
同
協
議
会
の
事
業
内
容
、
事
業
所
・

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
本
業
の
ほ

か
に
新
た
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
企
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
注
・
有
効
求
人
倍
率
…
公
共
職
業
安
定

所
に
申
し
込
ま
れ
て
い
る
求
職
者
数
に

対
す
る
求
人
数
の
割
合
。
求
職
者
１
人

に
対
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
求
人
（
職
）

が
あ
る
か
を
示
し
た
も
の
。

誘致された自動車部品工場
（熊本部品㈱）
誘致された自動車部品工場
（熊本部品㈱）

※
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天
草
の
活
性
化
に
向
け
「
天
草
地
域
産
業
・
雇
用
創
出
協
議
会
」
設
立

天
草
の
活
性
化
に
向
け
「
天
草
地
域
産
業
・
雇
用
創
出
協
議
会
」
設
立

□天草地域産業・雇用創出協議会委員　　 （敬称略）

天
草
地
域
の

　
　
　

厳
し
い
雇
用
状
況

天
草
地
域
産
業
・

雇
用
創
出
協
議
会
を
設
立

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た

企
業
誘
致
に
取
り
組
む
理
由

役　職
会　長
副会長
監　事
〃

委　員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

氏　名
安田 公寛
田嶋 章二
錦戸 保介
川口 義英
益田 政昭
鍬田 敏夫
堤田 守昭
金子 信之
嶋村 行雄
船辺 　修
﨑本 弘訓
黒田 勝義
松尾 良司
松尾 鐵治
蓮池 肇一
澤地 　茂
浜 　悦男
藤本 一善
中川 竹治
荒井 勝彦
大屋 善樹

職  名  な  ど
天草市長
苓北町長
本渡商工会議所会頭
あまくさ農業協同組合代表理事組合長
牛深商工会議所会頭
有明町商工会会長
御所浦町商工会会長
倉岳町商工会会長
栖本町商工会会長
新和町商工会会長
五和町商工会会長
天草町商工会会長
河浦町商工会会長
苓北町商工会会長
本渡五和農業協同組合代表理事組合長
苓北町農業協同組合代表理事組合長
天草郡市漁業協同組合長会会長
㈳熊本県建設業協会天草支部長
天草経済開発同友会会長
熊本学園大学経済学部教授
熊本部品㈱代表取締役

▲７月28日に開催された第１回天草地域産業・雇用創出協議会
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□有効求人倍率の推移　　　　 　　　　　（グラフ１）□市内の高校生の進路状況
　　　　　平成19年３月卒業生（グラフ２）

その他 43人（4.6％）

専門知識・技術

積極性

粘り強さ・責任感

仕事への意欲

誠実さ・信頼性

対人コミュニケーション能力

パソコン操作

その他
全　国 熊本県 天草市・苓北町

0.35 0.31
0.39 0.41 0.41

0.60
0.73

0.81 0.82

0.64

0.83
0.95

1.06 1.04

進学
529人

（56.5％）
天草島外
302人

（32.2％）

142

65

64

59

34

29

26

80

就職
365人

（38.9％）

就職
365人

（38.9％）

平成15年 16年 17年 18年 19年

0.490.49

総数
937人

天草島内
63人

（6.7％）

天草島内
63人

（6.7％）



　

ま
た
、
市
が
実
施
し
て
い
る
、
市
内

の
公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
ぶ

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
整
備
が
今

年
度
、
完
了
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活
用
し
、
天
草
で
も

東
京
や
大
阪
な
ど
の
都
会
と
同
じ
情
報

通
信
環
境
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
「
Ｉ

Ｔ
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
企
業
誘
致
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

天
草
地
域
は
、
小
規
模
な
事
業
所
や

企
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、
新
規
事
業
の

展
開
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
し
た
く

て
も
、
そ
の
余
裕
が
な
い
状
況
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
市

と
苓
北
町
が
実
施
し
た
「
事
業
所
・
企

業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
約
65
％
の
事

業
所
・
企
業
が
、
新
技
術
や
新
商
品
、

新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
研
究
・
開
発
に
取

り
組
み
た
い
と
答
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
に
取
り
組
む
た
め
の
国
・

県
の
補
助
や
融
資
、
経
営
相
談
な
ど
の

支
援
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

事
業
所
・
企
業
は
約
45
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
状
況
で
す
（
下
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
事
業
所
・

企
業
が
求
め
る
情
報
の
提
供
や
、
補
助

金
申
請
の
た
め
の
助
言
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
派
遣
な
ど
の
支
援
事
業
を
実
施
し
、

地
場
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

天
草
地
域
産
業
・
雇
用
創
出
事
業
構

想
に
よ
る
「
企
業
誘
致
」
と
「
地
場
産

業
の
振
興
」
の
主
な
取
り
組
み
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

◆
企
業
誘
致

①
ふ
る
さ
と
「
天
草
」
企
業
誘
致
促
進

事
業

•
１
、０
０
０
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
…
都
市
圏
な
ど
に
在
住
で
天
草
出

身
の
経
済
人
な
ど
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
、
企
業
誘
致
に
つ
な
が
る

情
報
を
提
供
し
て
も
ら
う
。

•
天
草
経
済
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
の
発
行
に
よ
る

情
報
発
信
…
１
、０
０
０
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
に
天
草
へ

の
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
た

め
、
天
草
の
経
済
・
産
業
の
情
報
紙

（
誘
致
企
業
や
地
元
企
業
の
紹
介
、
行

政
の
各
種
支
援
制
度
の
紹
介
な
ど
）

を
年
２
回
程
度
、
作
成
・
送
付
す
る
。

•
天
草
Ｗ
ｅ
ｂ
の
駅
な
ど
を
活
用
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
…
天
草
地

域
産
業
・
雇
用
創
出
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
企
業
誘
致
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
や
天
草
経
済
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

の
ほ
か
、
誘
致
企
業
・
地
元
企
業
の

製
品
紹
介
や
人
材
募
集
、
潜
在
的
Ｕ

タ
ー
ン
者
確
保
の
た
め
の
情
報
な
ど

を
掲
載
し
、Ｐ
Ｒ
を
図
る
。

※
注
・
潜
在
的
Ｕ
タ
ー
ン
者
…
都
会

に
住
ん
で
い
て
、
将
来
、
天
草
に

帰
っ
て
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
な
ど
の
こ
と
。

②
天
草
の
特
性
を
生
か
し
た
提
案
型
企

業
誘
致
事
業

•
１
次
産
業
が
生
き
る
１
・
５
次
産
業

誘
致
促
進
事
業
…
天
草
の
水
産
養
殖

業
や
か
ん
き
つ
類
・
菜
種
油
（
菜
の

花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）・
つ
ば
き
油
の

生
産
な
ど
の
取
り
組
み
と
、
温
暖
な

気
候
と
天
草
の
健
康
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
生
か
せ
る
製
造
業
な
ど
の
誘
致
を

図
る
。
ま
た
、
地
元
の
企
業
や
住
民

な
ど
を
対
象
に
１
・
５
次
産
業
関
連

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
意
識
の
高

揚
を
図
る
。

【
新
技
術
や
新
商
品
、新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
】

①
研
究
・
開
発
へ
の今

後
の
取
り
組
み

②
研
究
・
開
発
に
取
り
組
む
た
め
の

国
・
県
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

③
国
・
県
の
支
援
制
度
の
利
用

④
支
援
制
度
を
利
用
し
な
い
理
由

　

熊
本
県
新
事
業
支

援
調
達
制
度
に
認
定

さ
れ
て
い
る
木
製
学

童
机
・
椅
子
「
あ
い

ち
ゃ
ん
」を
は
じ
め
、

オ
ー
ダ
ー
家
具
や
遊

具
（
滑
り
台
や
プ
ー

ル
）・
玩
具
（
ド
ミ

ノ
や
積
み
木
）
な
ど
、
多
種
多
様
な

ア
イ
デ
ィ
ア
木
製
品
を
製
造
・
販
売

し
て
い
る
天
草
町
の
㈲
森
商
事
（
森

信
行
社
長
）。
子
ど
も
た
ち
の
「
木

育
活
動
」
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
熊
本
市
の
産
業
文
化
会
館

の
地
下
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

「Forest M
arket

」
を
オ
ー
プ
ン

し
、
子
ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る
積
み

木
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

　

現
在
、
熊
本
大
学
工
学
部
と
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
、
㈲
森
商
事
が
連
携

し
、
機
能
的
な
机
の
環
境
が
大
脳
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
研
究
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
使
う
凹
型
の

木
製
机
の
製
作
を
㈲
森
商
事
が
担
当

し
て
い
る
。

　
「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

製
品
利
用
者
の
意
識
を
変
え
た
い
」。

森
社
長
は
、
自
社
の
製
品
を
全
国
に

発
信
し
な
が
ら
、
新
た
な
可
能
性
を

日
々
探
っ
て
い
る
。

㈲森商事
（木製品製造販売業・天草町高浜北）

▲「あいちゃん」などのアイディア木製品を前にする森社長

　

新
和
町
の
建
設
業

㈲
エ
コ
・
ア
ー
ス（
西

川
一
彦
社
長
）で
は
、

土
を
使
わ
ず
に
屋
上

や
ベ
ラ
ン
ダ
を
芝
生

で
緑
化
す
る「
エ
コ
・

ペ
タ
ン
」
を
製
造
・

販
売
し
て
い
る
。
こ

の
製
品
は
、
熊
本
県
新
事
業
支
援
調

達
制
度
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
熊
本

大
学
な
ど
で
も
屋
上
に
設
置
し
、
室

内
温
度
差
の
測
定
実
験
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。
材
料
は
、
保
水
性
と
軽
さ

が
特
徴
の
天
然
シ
ラ
ス
で
、
鹿
児
島

県（
桜
島
の
火
山
灰
）か
ら
取
り
寄
せ

て
い
る
。１
枚
の
大
き
さ
は
縦
20
㎝
、

横
28
㎝
、
厚
さ
３
㎝
。
最
大
保
水
時

の
重
量
は
約
36
㎏
／
㎡
。
土
が
必
要

な
他
社
の
屋
上
緑
化
製
品
に
比
べ
重

量
が
半
分
程
度
で
、
施
工
も
簡
単
。

１
㎡（
18
枚
）当
た
り
１
万
５
０
０
円

（
天
然
芝
生
は
別
）
で
、
今
年
４
月

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め

た
。
ほ
か
に
も
、
同
材
料
で
製
造
し

た
、
ポ
ッ
ト
に
観
葉
植
物
を
入
れ
て

育
て
る
「
エ
コ
・
ポ
チ
」
と
い
う
か

わ
い
い
商
品
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

西
川
社
長
は
、「
緑
を
見
て
怒
る

人
は
い
な
い
か
ら
」
と
、
環
境
関
連

事
業
の
拡
大
を
目
ざ
す
。

㈲エコ・アース
（建設業・新和町小宮地）

▲「エコ・ペタン」（右）と「エコ・ポチ」（左）を持つ西川社長

新たな取り組み①

新たな取り組み②
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地
場
産
業
の
振
興
を

　
　
　
　
　

図
る
た
め
に

産
業
・
雇
用
創
出

　

事
業
構
想
の
取
組
内
容

考えていない
61

（35.1％） 考えている
113

（64.9％）

知らない
94

（54.7％）

知っている
78

（45.3％）
利用したことがない

87
（77.7％）

利用した
ことがある
25

（22.3％）
手続きが複雑で
わかりにくい

19
（42.2％）使える

制度がない
13

（28.9％）

その他
13

（28.9％）

ニ
ュ
ー
ス

ウ
ェ
ブ

※

注

フ
ォ
レ
ス
ト 　

マ
ー
ケ
ッ
ト



③
Ｉ
Ｔ
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
誘
致
の
た
め

の
受
け
皿
整
備
事
業

•
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

開
発
に
か
か
る
人
材
育
成
…
パ
ソ
コ

ン
操
作
や
電
話
応
対
な
ど
、
地
元
の

求
職
者
を
対
象
と
し
た
、
よ
り
高
度

な
研
修
会
を
実
施
す
る
。

•
Ｕ
タ
ー
ン
者
・
潜
在
的
Ｕ
タ
ー
ン
者

発
掘
に
よ
る
人
材
確
保
…
天
草
地
域

産
業
・
雇
用
創
出
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
天
草
地
域
外
の

勤
務
者
や
ふ
る
さ
と
会
・
高
校
同
窓

会
の
会
員
へ
の
求
人
情
報
な
ど
の
発

信
、
潜
在
的
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
リ
ス
ト

化
と
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
人
材
募
集

な
ど
、
地
元
に
帰
っ
て
仕
事
を
し
た

い
人
な
ど
の
た
め
に
、
情
報
提
供
す

る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

 

◆
地
場
産
業
の
振
興

 

①
地
元
企
業
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
御
用

聞
き
）
事
業

•
職
員
に
よ
る
巡
回
・
相
談
・
仲
立
ち

…
情
報
収
集
力
が
弱
い
小
規
模
企
業

の
た
め
、
市
職
員
が
企
業
を
訪
問
し

て
要
望
を
探
り
、
企
業
が
求
め
る
情

報
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
国
・
県
・
関

係
団
体
な
ど
へ
の
相
談
時
な
ど
に
同

行
す
る
。
さ
ら
に
、
補
助
金
の
申
請

方
法
な
ど
に
つ
い
て
助
言
す
る
。

•
各
種
産
業
の
実
態
調
査
…
各
種
産
業

の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
収
集
・
分

析
し
、実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
施
策
を
検
討
す
る
。

②
地
元
企
業
の
が
ん
ば
る
意
欲
応
援
事
業

•
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
往
診
事
業
…
商
品
開

発
や
販
路
拡
大
、
経
営
改
善
な
ど
を

行
う
た
め
に
専
門
家
を
派
遣
し
、
事

業
所
・
企
業
の
新
事
業
展
開
や
業
態

転
換
を
図
る
。

•
天
草
へ
の
出
前
講
座
事
業
…
商
品
開

発
や
販
路
開
拓
、
経
営
改
善
の
講
習

会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
天
草
で
開
催
す
る
。

•
天
草
外
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

…
市
外
で
開
催
さ
れ
る
講
習
会
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
へ
の
参
加
や
、商
談
会
・

展
示
会
へ
の
出
展
を
支
援
す
る
。

•
天
草
Ｗ
ｅ
ｂ
の
駅
を
活
用
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
…
同
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
地
元
企
業
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、
天
草
の
産
業
全
体
の
活
性
化
を

図
る
。

③
天
草
の
特
性
を
生
か
し
た
地
場
産
業

振
興
事
業

　
　
「
天
草
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
策
定
事
業
」

や
「
天
草
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
基
に
、
農

林
水
産
物
や
農
林
水
産
加
工
品
、
陶

磁
器
、
観
光
な
ど
天
草
が
持
っ
て
い

る
特
性
を
伸
ば
す
こ
と
で
地
場
産
業

を
活
性
化
さ
せ
、
雇
用
創
出
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
販
路
開
拓
に

か
か
る
市
場
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
。

④
関
係
機
関
と
の
連
携

　
　

あ
ら
ゆ
る
業
種
・
業
態
の
商
工
業

者
を
会
員
に
持
つ
「
商
工
会
議
所
・

商
工
会
」
や
、
中
小
企
業
診
断
士
な

ど
の
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
や
取

引
先
の
紹
介
を
行
う〝
地
域
力
連
携

拠
点
〞と
し
て
経
済
産
業
省
か
ら
選

定
さ
れ
た
「
あ
ま
く
さ
農
業
協
同
組

合
」
と
連
携
し
、
地
場
産
業
の
支
援

を
行
う
。

　

事
業
所
・
企
業
か
ら
の
各
種
相

談
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

天
草
地
域
産
業
・
雇
用
創
出
協
議

会
事
務
局（
天
草
市
役
所
本
庁〔
別

館
〕・商
工
観
光
課
産
業
支
援
係
内
）

 

☎
㉓
１
１
１
１
内
線
２
５
５
２

 

☎
32
６
７
８
７（
直
通
）

【
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

 sangyousien@
city.am

akusa.lg.jp

　

五
和
町
二
江
に
事

務
所
を
構
え
る
㈱
山

田
組
。
現
在
の
社
長

で
あ
る
丸
山
光
德
さ

ん
の
父
親
が
55
年
ほ

ど
前
に
創
業
し
た
。

　
「
建
設
業
は
、
不

景
気
の
と
き
で
も
昔

は
仕
事
が
あ
っ
た
が
、
近
年
は
公
共

工
事
の
減
少
な
ど
で
仕
事
が
な
い
」

と
、厳
し
い
現
状
を
語
る
丸
山
社
長
。

　

何
と
か
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
、

約
８
年
前
か
ら
マ
ン
ゴ
ー
や
海
ぶ
ど

う
な
ど
の
試
験
栽
培
を
実
施
。
そ
れ

ら
の
中
か
ら
ア
ワ
ビ
を
養
殖
す
る
こ

と
を
決
め
、
本
業
を
行
う
か
た
わ
ら

平
成
15
年
に
本
格
的
な
取
り
組
み
を

始
め
た
。
現
在
、
ク
ロ
や
メ
ガ
イ
な

ど
４
種
の
ア
ワ
ビ
を
年
間
約
４
、０

０
０
㎏
生
産
。
長
崎
な
ど
か
ら
25
㎜

ほ
ど
の
稚
貝
を
仕
入
れ
、
事
務
所
横

の
施
設
内
に
あ
る
養
殖
場
で
２
年
半

ほ
ど
か
け
９
〜
10
㎝
、
80
〜
１
０
０

ｇ
に
成
育
し
た
も
の
を
関
西
方
面
に

出
荷
し
て
い
る
。

　

丸
山
社
長
は
「
水
温
管
理
に
特
に

気
を
使
う
。
海
水
を
利
用
し
て
い
る

た
め
海
水
温
の
上
昇
な
ど
の
不
安
が

あ
る
が
、
設
備
を
充
実
さ
せ
る
な
ど

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

【
事
業
所
・
企
業
の
経
営
】

①
新
規
事
業
分
野
へ
の

進
出
・
業
態
転
換

②
今
後
の
事
業
継
続
・
拡
大
に
必
要

な
も
の
（
３
つ
ま
で
回
答
可
）

㈱山田組
（建設業・五和町二江）

▲アワビの出荷作業に汗を流す社員

　

東
京
都
港
区
に
あ

る
ビ
ル
の
一
角
に
本

社
事
務
所
を
構
え
る

武
蔵
㈱
（
大
田
智
一

郎
社
長
・
深
海
町
出

身
）。
不
動
産
向
け

の
シ
ス
テ
ム
開
発
な

ど
を
手
が
け
る
会
社

で
、
同
社
の
シ
ス
テ
ム
開
発
や
顧
客

支
援
を
行
う
開
発
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
が
平
成
19
年
４
月
、
誘
致
企
業
と

し
て
本
市
に
進
出
し
た
。

　

こ
の
進
出
は
、「
生
ま
れ
育
っ
た

天
草
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
大
田

社
長
の
思
い
か
ら
実
現
。
南
新
町
に

あ
る
事
務
所
で
は
現
在
、
社
員
11
人

（
う
ち
天
草
の
高
卒
者
４
人
）
が
関

東
や
関
西
向
け
の
商
品
開
発
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
商
品
開

発
部
長
の
竹
下
勇
さ
ん
は
、「
こ
の

分
野
は
、
作
業
環
境
さ
え
整
っ
て
い

れ
ば
、
東
京
で
も
天
草
で
も
同
じ
仕

事
が
で
き
る
。
天
草
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
環
境
で
、
仕
事
に
集
中
で
き

ま
す
」
と
話
す
。

　

大
田
社
長
は
「
今
後
、
で
き
る
だ

け
天
草
市
出
身
の
新
卒
者
を
採
用

し
、
20
人
程
度
の
体
制
に
し
た
い
。

ま
た
天
草
で
で
き
る
新
事
業
も
展
開

し
て
い
く
予
定
」
と
抱
負
を
語
る
。

武蔵㈱
（ＩＴサービス業・南新町）

▲開発サポートセンターで
　社員の作業状況を確認する大田社長（写真左）

これからの取り組み

新たな取り組み③
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考えている
57

（31.8％）

考えていない
122

（68.2％）
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市
で
は
、『
10
年
後
の
天
草
市

を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
行
政
運

営
の
確
立
』
を
目
ざ
し
て
、
平
成

18
年
度
か
ら
同
22
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
推
進
期
間
と
す
る
「
第
１

次
天
草
市
行
政
改
革
大
綱
」
な
ど

を
平
成
19
年
２
月
に
策
定
し
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
の

推
進
な
ど
３
つ
の
基
本
方
針
を
柱

と
し
て
、
49
の
実
施（
推
進
）項
目

に
つ
い
て
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
19
年
度
の
取
り

組
み
の
内
容
・
成
果
や
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
ス
タ

ー
ト
し
て
２
年
目
と
な
っ
た
平
成

19
年
度
は
、
各
種
制
度
の
制
定
や

市
税
等
の
収
納
率
向
上
な
ど
の
成

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
行
政
改
革

に
よ
る
効
果
額
（
９
ペ
ー
ジ
表
を

参
照
）
で
も
、
歳
入
で
は
市
有
財

産
の
売
却
な
ど
に
よ
り
１
億
５
、

０
２
６
万
円
を
確
保
。
歳
出
で
は

人
件
費
２
億
６
、６
０
０
万
円
、

物
件
費
２
億
２
、６
１
８
万
円
（
委

託
料
を
除
く
）
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
予
算
総
額
の
削
減
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
な
お
一
層
、

行
政
改
革
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
行
政
改
革
を

着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
行
政
改

革
推
進
本
部
長
（
市
長
）
を
中
心

に
、
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

主
な
実
施
項
目
ご
と
の
平
成
19

年
度
の
取
組
内
容
や
、
今
後
の
計

画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

行
政
運
営
の
推
進

•
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
の
促
進

…
29
の
地
区
振
興
会
で
「
天
草

宝
島
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
た
ほ

か
、
地
域
の
自
立
と
人
材
育
成

の
た
め
の
研
修
会
や
講
演
会
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
残
り
の
14
地
区
の
マ
ッ
プ
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
づ
く
り
活
動
の
支
援
や
情

報
発
信
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

•
政
策
形
成
に
お
け
る
市
民
参
画

…
「
市
民
提
案
制
度
」
と
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
」
を

導
入
し
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ

ら
の
制
度
を
活
用
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た

政
策
立
案
に
努
め
ま
す
。

•
わ
か
り
や
す
い
行
政
情
報
の
提

供
…
情
報
提
供
指
針
と
出
前
講

座
実
施
指
針
を
策
定
し
、
出
前

講
座
を
25
回
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
は
策
定
し
た
指
針
を
広
く

周
知
し
、
わ
か
り
や
す
い
行
政

情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
を
活
用

し
た
情
報
提
供
…
「
天
草
Ｗ
ｅ

ｂ
の
駅
」
の
構
築
と
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
て
、
観
光
や
物
産

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

•
民
間
委
託
な
ど
の
推
進
…
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計
画
を
策

定
し
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
14

業
務
に
つ
い
て
民
間
委
託
や
民

営
化
を
実
施
す
る
よ
う
目
標
を

設
定
し
ま
し
た
（
ゴ
ミ
収
集
業

務
は
、
今
年
度
か
ら
本
渡
・
牛

深
地
区
の
一
部
で
民
間
委
託
を

実
施
）。
保
育
所
民
営
化
計
画

に
つ
い
て
は
今
年
度
策
定
し
、

計
画
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

•
公
の
施
設
の
管
理
運
営
の
見
直

し
…
平
成
22
年
度
ま
で
に
公
の

施
設
（
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
な

ど
）
41
施
設
に
つ
い
て
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
・
民
営
化
・

廃
止
な
ど
の
目
標
を
設
定
し
ま

し
た
（
本
渡
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
５
施
設
は
、
今
年
度
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
）。

2
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
た

行
政
運
営
の
確
立

•
財
政
運
営
の
健
全
化
…
財
政
健

全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
同
計
画
に
基
づ
き
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

•
職
員
定
員
の
適
正
化
…
定
員
適

正
化
計
画
に
沿
っ
た
勧
奨
退
職

の
実
施
と
職
員
採
用
を
行
い
、

38
人
の
職
員
を
削
減
し
ま
し
た
。

今
後
も
職
員
数
の
さ
ら
な
る
削

減
に
取
り
組
み
ま
す
。

•
公
の
施
設
等
の
使
用
料
の
見
直

し
…
公
の
施
設
の
使
用
料
・
手

数
料
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
使
用

料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
向
け
、

条
例
改
正
な
ど
の
準
備
を
進
め

ま
す
。

•
市
有
財
産
の
利
活
用
・
売
却
…

市
有
財
産
の
う
ち
39
件
を
売
却
、

３
３
２
件
を
貸
し
付
け
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
有
財
産
の
利
活
用

推
進
計
画
の
策
定
と
、
売
却
可

能
箇
所
の
洗
い
出
し
作
業
を
進

め
ま
す
。

•
新
た
な
収
入
源
の
開
拓
…
広
告

取
扱
者
を
公
募
し
、
広
報
紙
に

は
平
成
20
年
６
月
号
か
ら
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
同
年
７
月
か

ら
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

•
給
与
制
度
の
見
直
し
…
市
税
の

徴
収
手
当
や
差
押
手
当
、
物
件

引
揚
手
当
、
用
地
交
渉
手
当
な

ど
を
廃
止
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
住
居
手
当
や
通
勤
手
当
の

見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

•
補
助
金
・
負
担
金
な
ど
の
見
直

し
…
補
助
金
・
負
担
金
の
実
態

調
査
を
実
施
し
、
補
助
金
負
担

金
交
付
基
準
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
同
交
付
基

準
を
策
定
し
、
補
助
金
・
負
担

金
を
見
直
し
ま
す
。

•
物
件
費
の
抑
制
…
出
張
に
か
か

る
日
当
の
廃
止
や
引
き
下
げ
を

行
い
ま
し
た
。

•
特
別
会
計
・
水
道
企
業
会
計
の

経
営
健
全
化
…
そ
れ
ぞ
れ
の
会

計
に
お
い
て
、
中
期
経
営
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
各
会
計
と
も
に
経
営

の
健
全
化
を
目
ざ
し
、
使
用
料

の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

3
質
の
高
い
職
員
に
よ
る

行
政
運
営
の
確
立

•
職
員
の
能
力
向
上
…
国
や
県
な

ど
へ
の
派
遣
研
修
と
、
接
遇
リ

ー
ダ
ー
に
よ
る
職
場
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

•
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
…

目
標
等
報
告
書
お
よ
び
業
務
状

況
報
告
書
の
整
備
な
ど
、
人
事

評
価
制
度
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

行
政
改
革
大
綱
の
進
行
状
況

の
詳
し
い
内
容
を
記
載
し
た
資

料
を
、
本
庁
・
企
画
課
や
各
支

所
・
総
務
振
興
課
、
各
出
張
所

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
企
画

課
行
政
改
革
係
☎
㉓
１
１
１
１

内
線
１
３
２
２
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

□平成19年度の行政改革による効果額　　　　　　　　　　　　　　　　　（※金額は万円未満を四捨五入）

項　　目

歳
入
確
保

収
納
率

歳
出
削
減

平成22年度までの目標
実　　績

平成18年度 平成19年度
行政改革に
よる効果額

①市税など

②保育料・使用料

③市有財産の
利活用・売却

④職員定員の適正化
⑤給与制度の

見直し

⑥物品管理

⑦出張旅費・臨時
職員配置の見直し
⑧第３セクターの

経営健全化
⑨電算システムの構築

市　税
国民健康保険税
介護保険料
保育所保育料
市営住宅
上水道
簡易水道
下水道

市有財産の売却

普通会計職員数…1,000人
各種手当などの見直しによる
削減累計額…１億4,800万円
物件費予算の
年間削減額（委託料を除く）
…２億5,500万円
出張旅費の見直し
臨時職員の削減
第３セクターへの指定管理
料…2,490万円→０円
電算業務経費の削減累計額…１億円

91.75％
94.96％
99.07％
99.67％
96.50％
97.02％
97.67％
97.62％

売却  26件
貸付315件
1,225人

――

25億5,159万円

――
――

2,490万円

１億772万円

92.49％
95.51％
99.14％
99.73％
98.24％
97.77％
98.17％
98.50％

売却  39件
貸付332件
1,187人

管理職手当の
見直し

23億2,541万円

860万円
▲250万円

3,060万円

8,948万円

92.5％
95.2％
99.1％
99.7％
98.5％
98.0％
98.0％
98.0％

２億4,045万円

47万円
1,288万円

5,947万円

１億5,026万円

２億6,600万円

1,278万円

２億2,618万円

610万円

▲570万円

1,824万円
【行政改革による効果額の算定方法】
①②…平成19年度の収入額－（平成19年度の収入予定額
×平成17年度の収納率）

③…平成19年度の市有財産売却額＋同貸付額
④…職員の人件費×削減した職員数（人件費〔給与と共済
費〕は１人当たり700万円として計算）

⑥⑧⑨…平成19年度実績ー平成18年度実績
⑦…旅費制度の見直しによる削減額＋臨時職員の賃金削減

　額（平成19年度の賃金総額ー平成18年度の賃金総額）

※①②の行政改革による効果額は、効果を表すために算定
した額で、実際の収入額を比較したものではありません。
※⑤の同効果額は、管理職手当の見直しによる削減額です。
※⑦の同効果額は、⑥の同効果額にも含まれています。
※▲はマイナス。

▲８月６日に開かれた行政改革推進本部会議

〜
平
成
19
年
度
の
成
果
と
今
後
の
計
画
〜

平
成
19
年
度
の

　
　
　

取
り
組
み
の
成
果

平
成
19
年
度
の

　
　
　

取
り
組
み
の
成
果

取
り
組
み
の
内
容
と

　
　
　
　
　

今
後
の
計
画

取
り
組
み
の
内
容
と

　
　
　
　
　

今
後
の
計
画
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 豊かな海をいつまでも大切に！
海べたエコエコウォーク 

　海の日の７月21日、「海べたエコエコウォーク2008」
が五和町で開催され、県内外から約200人が参加しました。
この催しは、豊かな海に触れ、海の大切さを知ってもらお
うと、五和まちづくり協議会（松下修二会長）が主催した
ものです。当日は、早崎瀬戸海域に面する御領・鬼池・二
江の地区振興会が各地域の海岸を会場に、シーカヤック体
験やウミガメの卵の観察、海の生態教室、貝がらなどを使
ったクラフト教室などの海の特色を生かした催しや、海岸
清掃を実施し、参加者は海の日の１日を満喫。また、海に
親しんだ感想を書いた短冊を、環境にやさしい紙風船に付
けて空高く飛ばしました。数日後、大分県日田市天瀬町や
山鹿市鹿北町などから、風船を受け取った返事などが書か
れた温かい便りが届きました。

 真夏のビーチを満喫
砂月海水浴場祭り

　７月27日、「砂月海水浴場祭り」が牛深町で開催され、
家族連れなど約300人が各種イベントを楽しみました。
この祭りでは、砂浜に埋められたカプセルを探して商品
をもらう「宝探し」やコーラの一気飲み、スイカの輪投
げが行われたほか、ビーチフラッグではスタートの合図
とともに旗を目がけて猛ダッシュする出場者に、大きな
声援が送られていました。また、タコのつかみ取りでは、
網で仕切った海の中にタコが放たれ、参加者は吸い付い
てくるタコに声をあげながらつかまえていました。

夏の思い出 in 天草 2008夏の思い出 in 天草 2008
　厳しい暑さが続いた今年の夏、皆さんは何をして過ごしましたか？
　市内各地では、さまざまな楽しいイベントが開催され、多くの皆さ
んが夏の天草を満喫していました。皆さん、たくさんの思い出をつく
られたことでしょう。
　今回は、夏の天草で開かれた各種イベントのようすを紹介します。

　厳しい暑さが続いた今年の夏、皆さんは何をして過ごしましたか？
　市内各地では、さまざまな楽しいイベントが開催され、多くの皆さ
んが夏の天草を満喫していました。皆さん、たくさんの思い出をつく
られたことでしょう。
　今回は、夏の天草で開かれた各種イベントのようすを紹介します。

　厳しい暑さが続いた今年の夏、皆さんは何をして過ごしましたか？
　市内各地では、さまざまな楽しいイベントが開催され、多くの皆さ
んが夏の天草を満喫していました。皆さん、たくさんの思い出をつく
られたことでしょう。
　今回は、夏の天草で開かれた各種イベントのようすを紹介します。

 天草ほんどの夏の夜を楽しむ！
天草子ハイヤ・花火大会

　天草ほんどハイヤ祭り2008の催しの一つとして、「天
草子ハイヤ道中総踊り」と「天草ほんど花火大会」がそ
れぞれ開催されました。
　８月２日に本渡地区の中心街で開かれた「天草子ハイ
ヤ道中総踊り」には、17保育園・幼稚園の園児ら約
1,000人が参加。各チームおそろいの法被を着用した子
どもたちは、コースに打ち水をした後、元気いっぱいの
かわいらしいハイヤ踊りを披露しました。また、沿道で
は保護者らがカメラやビデオを手に、子どもたちを追い
かけながら懸命に撮影していました。
　翌３日には、「天草ほんど花火大会」が本渡港一帯で
開催されました。同大会では、扇形の花火の上にたくさ
んの星形の花火が開く新作花火など7,000発の花火が天
草ほんどの夏の夜空を鮮やかに彩り、見物人を魅了。短
時間に多くの花火が打ち上げられたり、直径約400ｍの
大玉花火が大輪の花を咲かせたりすると、大きな拍手や
歓声がわき起こっていました。
　なお、天草ほんどハイヤ祭り2008のフィナーレを飾
る「天草ハイヤ道中総踊り」は、10月12日㊐午後１時
から、天草市役所本庁～天草信用金庫本店（国道324号）
のコースで開かれます。皆さん、ぜひお楽しみください。

▲海に親しんだ感想を書いた短冊を、
　　紙風船に付けて、空高く飛ばしました（二江）

▲シーカヤックの乗船講習を受ける参加者（御領） ▲ウミガメの卵を観察（鬼池）

▲力強いバチさばきを披露する
　　　　　　　　富津小学校の児童の皆さん

▲スイカの輪投げを楽しむ参加者

▲子どもたちが元気いっぱいの踊りを披露！

▲7,000発の花火が夏の夜空を彩りました
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 棒受網漁と海の幸を堪能！
いさり火探検

　天草宝島観光協会・牛深支部主催の「いさり火探検」
が８月２日と同14日の２回、牛深港沖合いで実施され
ました。２日の同探検には約300人が参加。午後８時に
漁場を目ざしてフェリーで牛深港を出港。漁場では、集
魚灯で集めた魚を、潮の流れと水中灯を利用し、網の中
におびき寄せて一網打尽にする「棒受網漁」を見学しま
した。船上では、牛深ハイヤ保存会による牛深ハイヤ踊
りを楽しみながら、漁でとれた新鮮な魚のバーベキュー
を堪能していました。

 小さな港から世界平和を祈る
教会の見える﨑津みなとのフェスティバル 

　８月２日、「第20回教会の見える﨑津みなとのフェス
ティバル」が崎津漁港広場一帯で開かれました。これは、
地域の活性化を図ろうと同実行委員会（宰川壽之・委員
長）が毎年開催しているものです。このイベントでは、
世界平和への祈りが捧げられた後、餅投げや地元住民に
よる﨑津ハイヤ道中踊り、富津小学校の児童による和太
鼓演奏などが実施されました。また、辺りが暗くなると、
﨑津教会のライトアップのほか、1,000発の花火が打ち
上げられ、約3,500人の見物人を魅了しました。

▲迫力満点の「棒受網漁」を見学する参加者

さいかわひさゆき



約15,000人の人出で大にぎわい
～さざ波フェスタ～

　７月20日、四郎ヶ浜ビーチなどリップルランド一帯で
「さざ波フェスタ2008」が開かれました。同フェスタ実
行委員会（小林博光・実行委員長）の主催で、今年で15回目。
晴天に恵まれた当日は、若者や家族連れなど約15,000人
が訪れ、魚のつかみ取りやビーチフラッグ大会、コーラの
早飲み大会のほか、有明町出身の演歌歌手・天草二郎さん
の歌謡ショーなどを楽しんでいました。夜には海上から約
1,000発の花火が打ち上げられ、夏の夜空を彩りました。

親交深める真夏の熱戦！
～三地区親善体育大会～

　７月20日、「第56回三地区親善体育大会」が牛深総合
体育館などで開催されました。この大会は、歴史的なつな
がりを持ち、地理的にも近い本市と鹿児島県阿久根市・長
島町の３地区の親交を深めることを目的に毎年実施されて
いるものです。今年の大会には、バレーボールや卓球、ソ
フトテニスなど13種目に約500人が参加。各種目で熱戦
が繰り広げられ、総合優勝には剣道、野球、男子・女子バ
レーボール、囲碁の５種目を制した本市が輝きました。

青空になびく色鮮やかな吹き流し
～虫追い祭り～

　一町田地区振興会（宮本春志会長）主催の「虫追い祭り」
が７月20日、一町田小学校グラウンドなどで開かれまし
た。高さ12.6ｍの竹に、長さ約３ｍの吹き流し約20枚を
付けた旗ざおを１人で抱えて時間を競う競技や、旗ざおを
頭や肩、あごに乗せる演技などが行われ、観客から大きな
声援が送られていました。また、虫追い音頭の制作披露の
ほか、虫追い旗をあしらった手作りＴシャツや河浦高校の
観葉植物などの販売も行われ、会場は大にぎわいでした。

恐竜の島で化石について学ぶ
～夏休み化石セミナー～

　８月２・３日、「夏休み化石セミナー」が御所浦地区で
開催されました。今年で11回目の開催となる同セミナー
には、小・中学生や家族連れなど県内外から46人が参加。
　同セミナーでは、御所浦白亜紀資料館で生きた化石など
についての講話が行われた後、恐竜の化石が発見された弁
天島や白亜紀の壁（地層）などを海上タクシーから見学。
また、化石の発掘やクリーニング作業の体験なども行われ、
参加者は熱心に取り組んでいました。

親子で釣りを楽しむ
～ファミリー釣り大会～

　８月２日、天草宝島観光協会・倉岳支部主催の「ファミ
リー釣り大会」が開催されました。これは、親子で釣りを
楽しんでもらおうと、同支部が初めて実施したもの。大会
には、福岡市などから６組24人が参加。当日は、午前６
時に宮田漁港を出港し、宮田・棚底沖で釣り糸をたれ、１
㎏級のヒラメやマダイのほか、ガラカブやベラなどを次々
に釣り上げていました。なお、大漁賞には11.2㎏を釣り
上げた荒木裕司さんチーム（熊本市）が輝きました。

猛暑の中  熱戦を展開！
～市子ども会球技大会～

　８月３日、市子ども会育成連絡協議会主催の「第３回天
草市子ども会球技大会」が、新和グラウンドや新和体育館
などで開催されました。大会には、男子のソフトボールに
25チーム390人、女子のビーチボールバレーに43チーム
372人が参加。猛暑の中、熱戦を繰り広げました。なお、
優勝はソフトボールが深海子ども会（Ａブロック）と久玉
子ども会（Ｂブロック）、ビーチボールバレーが浅海子ど
も会（Ａブロック）と茂串子ども会（Ｂブロック）でした。

▲コーラを一気に流し込む子どもたち

▲白熱した試合を展開する剣道競技

▲高さ12.6ｍの旗ざおを１人で抱えて時間を競う参加者ら

▲化石のクリーニング作業を体験する参加者の皆さん

▲山並敬司・支部長（写真右）から賞品を受け取る参加者

▲元気にプレーする子どもたち
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御所浦

8/2
倉 岳

8/3
新 和

伝統の技にチャレンジ！
～天草の伝統工芸品・制作体験講座～

　天草文化交流館では、夏休み期間中の７月26日・27日、
８月３日・９日、市内の小・中学生とその保護者を対象に「天
草の伝統工芸品・制作体験講座」を開催しました。８月３日
には天草陶磁器の講座が開かれ、10組29人が参加。天草
陶輝会会員の手助けを受けながら、手びねりによる陶器づ
くりに挑戦しました。本渡北小学校２年の益田美咲さんは、
「思うような形にならず難しかったけど、とても楽しかっ
た。今日のことを絵日記に書きたい」と話していました。▲手びねりでの陶器づくりに挑戦！

8/3
本 渡



旬の野菜、果物などがずらり！
～「高浜青空市」始まる～

　８月３日午前７時から、旧天草支所庁舎跡地で「高浜青
空市」が開かれました。この青空市は、旧庁舎跡地を利用
して高齢者の生きがいづくりや地域の活性化を図ろうと、
高浜地区振興会（松本由一会長）が実施したものです。当
日は16軒が出店し、旬の野菜や果物、海産物などを販売。
会場に訪れた約200人は、和気あいあいと話しながら品定
めをしていました。高浜青空市は、毎月第１日曜日に実施
されます。皆さん、ぜひお出かけください。

平和な世界を願って！
～御領平和祈念祭～

　８月９日、終戦記念日を前に「御領平和祈念祭」が五和
町御領の招魂場で開かれ、約200人が参加しました。同祈
念祭は、御領地区の戦没者慰霊と世界平和を願うため、御
領まちづくり振興会（永田章一会長）が初めて実施。会場周
辺は、竹灯りなどでライトアップされ、児童による平和祈
念作文の朗読や、歌手で詩人の眞柄征侑さんによる平和の
祈りコンサートが行われました。また、来場者は平和への
思いを記した短冊を笹に飾り付け、世界平和を願いました。

かっぱの町の新名物・第３弾誕生！
～和菓子「へのかっぱ巻」発売～

　８月10日、へのかっぱ携帯ストラップ・お守りに続く、
栖本の新名物第３弾「へのかっぱ巻」が誕生しました。こ
れは、すしの“かっぱ巻”に見立てた和菓子で、天草晩柑を
使ったようかんを紫芋のあんで包み、それをタルトで巻き、
さらに黒ゴマのもちで巻いたもの。ようかん・あん・もち
に抹茶を使ったものもあります。「へのかっぱ巻」は、栖
本温泉センターなどで購入できます。詳細は栖本まちづく
り協議会事務局（栖本支所・総務振興課内）☎663111へ。

先進地の地域づくりを学ぶ
～日本の宝島“天草”づくり講演会～

　７月31日、「日本の宝島“天草”づくり講演会」を天草市
民センターで開催し、各地区振興会の役員など約300人が
参加しました。「誇りと夢の持てる地域づくりを目ざして」
と題して、安芸高田市高宮町・川根振興協議会会長の辻駒
健二氏が14年にわたる地域づくりの成果を紹介。辻駒氏
は、地域づくりを進めていくうえで「自分自身がここに生
かされていると思えることや、住民自治は自分たちで自分
たちのことを決めることが大切」などと話されました。

童謡・童話著作集など約150点を展示
～天草ロザリオ館特別展「白秋童謡展」～

　８月１日、天草ロザリオ館で「白秋童謡展」が始まりま
した。北原白秋は、「五足の靴」一行のメンバーの１人と
して天草を旅し、南蛮文学の代表ともいえる『邪宗門』を
発表。数多くの詩や短歌を発表し、詩聖とも呼ばれた人物
です。館内には、童謡著作集の “トンボの眼玉”や“花咲爺
さん”のほか、童謡の直筆原稿（複製）や児童文学雑誌“赤
い鳥”など約150点の作品が展示されています。同童謡展
は９月30日㊋まで開催。皆さん、ぜひご覧ください。

山下美奈子さんが全国優勝！
～二輪車安全運転全国大会～

　第41回二輪車安全運転全国大会が８月２・３日、三重
県鈴鹿市で開催され、女性クラス（50cc）で河浦町久留
の山下美奈子さんが優勝しました。同クラスには、各都道
府県予選を勝ち抜いた47人が出場。山下さんは２回目の
全国大会出場で、毎日２時間の練習を重ね、その成果を発
揮し栄冠を手にしました。山下さんは、「目標としていた
大会で優勝できてうれしいです。これからは、高校生の指
導や育成に生かしていきたい」と、笑顔で話していました。

まがら せいゆう

しせい

ともみ いかりこじゅんこ

みのり

はるみ

じゃしゅうもん

はなさかじい
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▲大勢の買い物客でにぎわいました

▲「おかげさま、おたがいさま、もったいない」の
　　　　　　　　　気持ちが大切と語る辻駒健二氏

▲ずらりと並んだ作品に見入る来場者

▲慎重にコースを進む山下美奈子さん

▲平和への思いを記した短冊を飾る来場者

▲すしのかっぱ巻をイメージした「へのかっぱ巻」

8/10
栖 本

8/3
天 草

8/9
五 和

真夏の新成人の誓い
～牛深地域成人式～

　８月16日、「牛深地域成人式」が牛深総合センターで開
かれ、新成人170人が浴衣姿などで出席しました。同地域
では毎年、お盆の帰省時期に成人式を開催。式典では、安
田市長が「日本の宝島“天草”を築く、大きな力になってく
ださい」とあいさつした後、新成人を代表して矢田珠穂子
さんが「社会人としての責任を胸に、勇気と信念を持って
行動します」と宣誓しました。式典終了後は、友人と話した
り写真を撮ったりと、久しぶりの再会を楽しんでいました。

8/16
牛 深

し　ほ　こ

▲成人者宣誓をする新成人代表の矢田珠穂子さん

生活習慣や文化の違いなどを体験
～市内の中学生らがエンシニタス市を訪問～

　市内の中学生６人と英語教師が、７月25日から８月３
日まで姉妹都市の米国エンシニタス市に派遣されました。
今回派遣されたのは、中学３年の平野洋一郎さん（本渡）、
松岡智美さん（栖本）、藤川美咲さん（倉岳）、碇子純子さん（新
和）、吉本サヨリさん（御所浦）、２年の藤田海法さん（稜南）
と金子晴美教諭（本渡）。ホームステイをしながら、生活習
慣や文化の違いなどを体験したほか、中学校の授業などに
参加し、エンシニタス市の人たちとの交流を深めました。▲ホストファミリーの皆さんなどと記念撮影
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こ
の
伝

統
あ
る
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
は
、
今

後
も
大
切
に
後
輩
た
ち
へ
引
き
継

い
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

倉
岳
高
校　

受
け
継
ぎ
な
が
ら
進
化
す
る

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ

　高校卒業後、東京のプラスチック製造メー
カーに勤めていましたが、２年ほど前に帰郷。
現在、市内のスーパーで働いています。今年
４月、地元の青年団に加入。これから、伝統
ある栖本太鼓踊りの練習が始まります。11
月９日㊐に開かれる栖本諏訪神社大祭でデビ
ューできるよう、精一杯がんばります！

̶̶ 毎日の楽しみは？
　花などの植物を育ててい
ますが、日々成長する草花
を見ることが楽しみです。

また、大好きな演芸を見たり、踊ったりすることや、
近所のお友だちと笑って会話することも楽しみの一つ
ですね。
̶̶ 健康の秘訣は？
　とにかく、毎日体を動かすことを心がけています。
また、趣味などの楽しみや生きがいを持つことと、周
りの方々に感謝の気持ちを持って過ごすことが大切だ
と思います。

ひ
ろ
こ

　本渡北小学校（益田悦郎校長・全校児童
727人）では、『ともにひびき、ともにかが
やく北っ子』を教育目標に、運動や音楽に
親しみ、人を大切にする、礼儀正しい子ど
もを育成しています。子どもたちは、「元
気の花」「がんばりの花」「なかよしの花」
の３つの花を大きく育てることを目ざし、
近隣の幼稚園・保育園の園児とのさまざま
な交流活動や、民生児童委員の皆さんとの
コマの色付けなどの体験活動に取り組んで
います。部活動では、７つの部が天草郡市
大会などで上位の成績を収めるなど活躍し
ています。中でも、吹奏楽部は５年連続で
九州大会出場を果たしました。これからも
「心はずむ北小」を合い言葉にがんばります。

本渡北小学校　

ともにひびき ともにかがやく北っ子

えつろう

よ
し
こ
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竹元 幸康 さん（栖本町馬場・24歳）

亀口 ミエノ さん
（御所浦町横浦・90歳）

野菜も魚も大好きな子どもたち。元気に大きくなあ～れ！野菜も魚も大好きな子どもたち。元気に大きくなあ～れ！マリンフェスタの成功に喜ぶ生徒の皆さんマリンフェスタの成功に喜ぶ生徒の皆さんマリンフェスタの成功に喜ぶ生徒の皆さん

九州大会出場を果たした吹奏楽部の皆さん九州大会出場を果たした吹奏楽部の皆さん

ゆきやす

　暑い日が続く中、園児たちは屋外で元気
にプール遊びを楽しんでいます。
　下浦保育園（唐津淳子園長・全園児41人）
では、「元気で明るく素直な子ども」を保
育方針に掲げ、園生活の中で多くの経験を
通じて、「素直な心で、反省と感謝するこ
とのできる園児」の育成を目ざしています。
　８月６日には、「交通安全教室」を行い
ました。三輪車を車に見立て、園児がドラ
イバーと歩行者に分かれ、先生から歩行者
用信号機での横断歩道の渡り方を教えても
らい、左右を確認してから手を上げて渡り
ました。11月からは虫歯予防のため、フ
ッ素化合物を使った「ブクブクうがい」に
取り組むことにしています。

心身の健やかな成長を目ざして

下浦保育園　

じゅんこ

プール遊びが大好きな、ゆり組（２歳）とさくら組（３～５歳）の園児たちプール遊びが大好きな、ゆり組（２歳）とさくら組（３～５歳）の園児たち

　

今
年
の
夏
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
の
日
本
人
選
手
の
勝
敗
に

一
喜
一
憂
し
ま
し
た
が
、
国
内
で

も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
、

本
市
に
と
っ
て
う
れ
し
い
話
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
の
陸
上
競
技
１
５
０
０
ｍ

で
、
佐
伊
津
中
学
校
出
身
の
佐
藤

優
太
さ
ん（
熊
本
工
業
高
校
３
年
）

が
、
県
大
会
で
の
記
録
を
10
秒
も

縮
め
、
外
国
人
留
学
生
に
次
ぐ
日

本
人
ト
ッ
プ
の
２
位
入
賞
。
さ
ら

に
、
牛
深
高
校
３
年
の
加
世
田
強

真
さ
ん
が
や
り
投
げ
で
、
天
草
西

校
２
年
の
高
原
康
幸
さ
ん
が
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
77
㎏
級

で
そ
れ
ぞ
れ
３
位
に
入
る
な
ど
、

本
市
出
身
の
高
校
生
が
全
国
の
舞

台
で
大
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
浦
高
校
軟
式
野
球
部

の
皆
さ
ん
は
、
春
の
九
州
大
会
優

勝
報
告
の
と
き
に
約
束
し
て
く
れ

た
と
お
り
、
夏
の
南
九
州
大
会
で

も
見
事
優
勝
を
果
た
し
、
兵
庫
県

で
開
か
れ
る
全
国
大
会
へ
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
す
ば
ら
し
さ
に
加
え
、
地
域

の
方
々
の
日
ご
ろ
の
応
援
も
大
き

な
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
市
長
随
筆
を
皆
さ
ん
が
お

読
み
に
な
る
こ
ろ
に
、
河
高
軟
式

野
球
部
の
皆
さ
ん
が
優
勝
報
告
に

来
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が

ら
、
若
い
力
の
可
能
性
の
大
き
さ

と
い
う
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

き
ょ
う

ま

天
草
市
長  

安
田
公
寛

高
校
生
の
活
躍
に
感
じ
る

　
　
　
　

若
い
力
の
可
能
性



地 域 づ く り
コ ー ナ ー

輸
入
食
料
は
、
長
距
離
輸
送
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
と
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
増
大
し
、
生
産
国

の
資
源
、
環
境
に
も
悪
影
響
を
与

え
、
地
球
環
境
の
負
荷
に
な
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
言
葉
は
詰
ま
る
と

こ
ろ
地
産
地
消
、
食
の
安
全
に
行

き
着
く
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
河
浦
病
院
は
昭

和
22
年
、
一
町
田
村
診
療

所
と
し
て
発
足
し
、
同
30

年
代
に
は
当
時
、
猖
獗
を

極
め
た
結
核
病
に
対
応
す

る
た
め
の
ベ
ッ
ド
86
床
を

有
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
疾
病
の
変

遷
と
時
代
の
流
れ
の
中

で
、
現
在
は
療
養
病
棟
を

持
つ
一
般
病
院
と
し
て
内

科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
病
む
人
へ
思

い
や
り
と
優
し
さ
を
」
と
い
う
病

院
理
念
の
下
、
食
の
安
全
や
地
球

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、各
病
院
・

診
療
所
と
の
連
携
を
深
め
、
住
民

の
皆
様
の
健
康
を
支
え
る
一
端
を

担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

河
浦
病
院
に
勤
務
し
て
６
年
半

が
経
過
し
ま
し
た
。
着
任
当
初
、

病
院
給
食
に
刺
身
が
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
は
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
飯
も

お
い
し
く
、
調
理
係
に
聞

く
と
「
地
産
地
消
を
心
が

け
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
。

　
「
身
土
不
二
」「
フ
ー
ド

マ
イ
レ
ー
ジ
」
と
い
う
食

に
関
す
る
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
身
土
不
二
は
仏
教
用

語
で
、山
下
惣
一
・
著『
身

土
不
二
の
探
求
』
で
は
、

「
人
の
命
を
支
え
て
い
る

の
は
食
べ
物
で
あ
る
。
食
べ
物
は

土
が
育
て
る
。
従
っ
て
土
が
人
の

命
、
命
は
土
そ
の
も
の
、
す
な
わ

ち
身
土
不
二
、
身
と
土
は
一
体
と

い
う
考
え
方
で
す
」。

　

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、
中
田

哲
也
・
著
『
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
』

で
「
食
料
の
重
量
と
そ
の
輸
送
距

離
を
掛
け
合
わ
せ
た
指
標
。
特
に

福部 孔太 くん

御所浦町御所浦
平成19年９月25日生

父・智一さん　母・菊美さん

お兄ちゃんたち、これからもヨロ
シクね♡

本崎 花音 ちゃん

新和町小宮地
平成19年９月14日生

父・健太さん　母・美幸さん

リズムにあわせて、ふりふりダン
スをします。みんな大好き♡

濱  莉奈 ちゃん

亀場町亀川
平成19年９月５日生

父・栄助さん　母・文子さん

人見知りしないので、みんなにか
わいがられています。

黒田  愛 ちゃん

八幡町
平成19年９月28日生

父・賢三郎さん　母・美和さん

じいじ、ばあばいつもありがと♡
みんなに愛される人になるからね。

井戸 みやび ちゃん

天草町大江
平成19年９月25日生

父・栄造さん　母・育美さん

輝耶お姉ちゃんには
負けないよ！！

小手  苺 ちゃん

東町
平成19年９月25日生

父・貴弘さん　母・美生さん

たっくさんの愛情に包まれて、笑
顔いっぱいの幸せ者です♡

　

五
和
町
の
通
詞
島
周
辺
で
、
地

元
漁
師
が
ガ
イ
ド
役
に
な
り
、
魚

釣
り
や
釣
っ
た
魚
の
調
理
、
イ
ル

カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
ん

で
も
ら
う「
通
詞
島
体
験
倶
楽
部
」

が
７
月
19
日
に
ス
タ
ー
ト
。
漁
船

で
釣
り
客
を
漁
場
に
案
内
し
、
釣

り
の
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
遊
漁
船
業
な
ど
を
営
む
か
た
わ

ら
、
同
倶
楽
部
の
実
行
委
員
会
代

表
を
務
め
て
い
る
。

　
「
最
近
、
親
が
子
を
殺
す
、
子
が

親
を
殺
す
と
い
う
悲
惨
な
事
件
が

相
次
い
で
い
る
。
親
子
が
触
れ
合

う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
」「
遊
漁
船
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

と
通
詞
島
の
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
れ
な

い
か
」
と
思
っ
た
こ
と
が
、
同
倶

楽
部
を
始
め
た
き
っ
か
け
。

　

地
元
の
漁
師
や
民
宿
経
営
者
、

ユ
メ
ー
ル
、
ま
ち
づ
く
り
振
興
会

で
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、
体
験

メ
ニ
ュ
ー
や
運
営
方
法
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
、
地
元
の
民
宿

に
宿
泊
し
た
人
を
対
象
に
魚
釣
り

や
魚
の
さ
ば
き
方
な
ど
を
体
験
し

て
も
ら
う
３
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
。

初
め
て
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と

で
、
今
年
は
８
月
末
ま
で
の
夏
休

み
期
間
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
大
好
評
で
８

月
17
日
現
在
、
福
岡
市
な
ど
か
ら

約
１
３
０
人
の
家
族
連
れ
な
ど
が

参
加
。「
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
来
年
は
実

施
期
間
の
延
長
や
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
な
ど
も
検
討
し
た
い
」。

ま
た
、「
こ
の
取
り
組
み
を
通
詞

島
の
一
大
産
業
に
し
た
い
」と
も
。

　

通
詞
島
周
辺
は
た
く
さ
ん
の
魚

や
ウ
ニ
、ア
ワ
ビ
な
ど
の
宝
庫
で
、

約
３
０
０
頭
も
の
イ
ル
カ
も
生
息
。

「
通
詞
島
は
人
に
安
ら
ぎ
を
与
え

る〝
癒
し
の
島
〞な
ん
で
す
。
多
く

の
人
に
島
の
魅
力
を
堪
能
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
微
笑
む
。

ク

ラ

ブ

し
ん
ど
ふ
に（
じ
）

し
ょ
う
け
つ

河浦病院
院長　永吉 正和

　

新
和
・
碇
石
地
区
で
は
昭
和
47

年
ご
ろ
ま
で
、
主
な
産
業
と
し
て

木
炭
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
作
り
方
を
知
っ
て
い
る

の
は
、
現
在
の
70
代
以
上
の
人
た

ち
。
同
地
区
振
興
会
で
は
、
木
炭

生
産
の
技
術
継
承
や
環
境
美
化
な

ど
を
目
的
に
、
60
〜
80
代
の
有
志

に
よ
る
〝
ひ
ま
陣
会
〞
を
結
成
し
、

昨
年
９
月
か
ら
木
炭
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。〝
ひ
ま
陣
会
〞

と
は
、「
心
の
ひ
ま
（
ゆ
と
り
）
を

地
域
に
提
供
す
る
人
た
ち
の
集
ま

り
」と
い
う
意
味
を
込
め
て
命
名
。

現
在
、15
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
碇
石
公
民
館
近
く

に
炭
窯
「
ひ
ま
陣
工
房
」
を
作
り
、

こ
れ
ま
で
に
８
回
の
木
炭
づ
く
り

を
実
施
。
１
回
当
た
り
約
４
５
０

㎏
を
生
産
し
、
そ
の
一
部
は
水
質

浄
化
を
図
る
た
め
碇
石
川
に
投
入

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
炭
焼
き
の

際
に
出
る
煙
か
ら
、
土
壌
改
良
や

生
ゴ
ミ
の
消
臭
な
ど
に
役
立
つ
木

酢
液
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　

木
炭
と
木
酢
液
は
、
地
域
づ
く

り
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
地
元

の
ふ
る
さ
と
祭
り
や
夕
や
け
市
、

農
協
な
ど
で
販
売
中
で
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
、
碇
石
地
区
振
興
会
事

務
局
（
新
和
支
所
・
総
務
振
興

課
内
）☎
46
２
１
１
１
へ
。

木
炭
づ
く
り
を
受
け
継
ぎ
、地
域
の
活
性
化
を

碇
石
地
区
振
興
会
（
田
中
八
十
四
会
長
）

い
か
り
い
し

や　

そ　

し

じ
ん
か
い

10月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝９月10日㊌まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は６人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

こ う たか の ん

り 　 なあい

いちご

河浦病院
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木 口 宝 光 さん（五和町二江・44歳）

「癒しの島の魅力を堪能してほしい」
ほうみつ

いや

魅力しの癒し
や

しのの島島の島島のの島島島の 魅島の島島島
いや

▲炭切りの作業に汗を流す
　　　　　　　“ひま陣会”のメンバー
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　周囲を緑に囲まれ、日本の原風景が広がる天草町福連
木に、「福連木子守唄公園オートキャンプ場」が整備さ
れています。天草初の本格的なオートキャンプ場で、炊
事場やトイレ、シャワーなども完備。近くに遊具などを
備えた公園もあり、山里ならではの、ゆっくりとした時
間を過ごすことができます。秋風が吹き抜けるこれから
の季節が、絶好のキャンプシーズン。家族や友だち同士
で、楽しんでみませんか。

天草町福連木
VoL.31

日本の原風景が楽しめる“キャンプ場”

「市政だより天草」は再生紙を使用しています
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　栖本太鼓踊りは、天草各地に
残る伝統芸能の中で、特に「舞
いの構成が美しい」といわれる
芸能です。江戸時代に始まった
といわれるこの踊りは、文化３
（1806）年ごろ、古江村（現在
の栖本町古江）の太鼓打ち名人
が、今に残る勇壮で絢爛な太鼓
踊りの原形をつくったとされて
います。
　赤い法被に白の鉢巻、手には
手甲、脚には爪付脚絆というい
で立ちの踊り子たちが披露する、
華麗で、躍動感あふれるバチの

舞いが１番の見所です。天草の
伝統芸能では唯一、県の重要無
形民俗文化財に指定されており、
毎年11月に開かれる栖本諏訪
神社の大祭で奉納されます（今
年は11月９日㊐に実施）。

▲県指定重要無形民俗文化財
　　　　　「栖本太鼓踊り」

しゅこう

けんらん

はっぴ

つめつききゃはん

「栖本太鼓踊り」（栖本町）

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

　ロシアの名バレリーナ「アンナ・
パブロワ」は、「立ち止まること
なく一つの目的を追い求めること
が、成功するための秘密です」と
言っています。北京五輪で頂点を
目ざす選手の姿に、その言葉が重
なります。がんばる姿こそ価値が
ある！たゆまぬ努力に感動。【空】

　「高校野球」では、応援団の曲
に必ず『狙いうち』が流れます。
投手の球を狙い打つという思いを
込めての応援です。私にとっては
舞台で歌う持ち歌。最近、腰周り
が気になりだしたので再デビュー
も考えています。ただ勢いづくと、
もう『どうにもとまらない』。【凡】

　北京オリンピックの陸上男子
100ｍで、ジャマイカのウサイン・
ボルト選手が９秒69の世界新記録
を樹立。人類の限界が９秒６台と
言われてきただけに、ラスト20ｍ
を流さず真剣に走っていれば、一
体どれだけの記録が出ていたのだ
ろう。彼の今後が楽しみです。【走】

　暑い日が続いていますが、皆さ
ん、体調など崩されていませんか。
私はこの夏、体に異変が…。頭や
顔、背中から異様なほど汗をかく
ようになりました。何でだろうと
同僚に話すと「それ、老化現象って
よ」と一言。まだ33なのに…。も
しかして、もう33なのかな？【松】


